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虚空蔵山火山は,虚空蔵山 (608m)を 中心

に半径約 5 kmの ほぼ円形の山体をした小型の火

山である。東彼杵町,川棚町,波佐見町,佐賀

県嬉野町にまたがって位置し, 九州百名山の一

つで古くは甲後山とよばれた。

虚空蔵山は山頂が舟底形 (頂上の大きさ,東
西の長 さ約100m,南北の幅最大 6m,最 小1.5

m,頂上の起伏約 5mと 測定されている)を し

た溶岩からできた山で, 南の大村の方か らは

テーブル状に見え,西 の川棚側からはマッター

ホーンを思わせる尖った烏帽子形に見える。ま

た。高見岳凝灰角礫岩は波佐見側から見ると耶

馬渓を思わせる凝灰角礫岩が示す特徴的なごつ

ごつした起伏に富んだ風景を示 している。

虚空蔵 山火 山は,鮮 新世 と更新世の年代の

違った上下 2・ つの火山性の地層・岩石からでき

ている。 ここでは両方をまとめて虚空蔵山火山

として記載する。

この地域で一番古い地層は古第二紀, 漸新世

の地層で,つ ぎに鮮新世の西海凝灰角礫岩, 百

津安山岩からなる古い火山岩類.更にこれらを

貫く更新世の波佐見流紋岩 (仮称), 最後にこ

れらをおお う高見岳凝灰角礫岩 (一部に岩屋安

山岩などの溶岩流と互層する)と 口木田安山岩

からできている。高見岳凝灰角礫岩 と口本田安

山岩が狭い意味での虚空蔵山火山の噴出物であ

る。

1.古第二紀の地層

おもに川棚町 0波佐見町から嬉野町にかけて

古第二紀漸新世後期の杵島層群の早岐層 と大塔

層が広く分布する。早岐層は砂岩や泥岩からな

り,大塔層は泥岩 と砂岩の細かい互層からでき

てる。早岐層からは貝化石が,大塔層からは貝

化石や有孔虫の化石の産出が報告 されている

(長浜・松井,1982),(山 本ほか,1973).

波佐見町ではこれ らの地層の一部はあとから

貫入 した流紋岩によリホルンフェルス化 してい

るところがある。また,波佐見町ではこの古第

二紀の地層を母岩 とする金鉱脈があり, 明治30

年から大正 3年まで採掘された。

虚空蔵山火山の層序表

更新世

口本田安山岩

高見岳凝灰角礫岩 (岩屋安山岩を含む)

波佐見流紋岩 (有 田流紋岩 )

鮮新世

百津安山岩

岩屋川内玄武岩

西海凝灰角礫岩

漸新性 古第二系

2.西海凝灰角礫岩

西海凝灰角礫岩は西彼杵半島北部で玄武岩溶

岩にはさまれて分布する凝灰角礫岩について命

名 されたもので (長浜・松井,1958),針尾島

から川棚町新谷郷大藤平をとお り虚空蔵山火山

の地域まで追跡 される。角礫 。亜角礫を主とし
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基質は砂質や泥質が優勢な土石流堆積物あるい

は湖沼堆積物と考えられる。岩質は,複輝石安

山岩あるいは普通輝石安山岩である.こ の凝灰

角礫岩の中に川棚町木場郷・中川内や東彼杵町

川内では褐鉄鉱の鉱床が発達 し,明 治40年から

西海凝灰角礫岩  川棚町木場日向

昭和34年頃まで川棚町の木場 1坑, 2坑, 3
坑, 中川内坑,東彼杵町の彼杵鉱山などの褐鉄

鉱鉱山として採掘された。いずれも,新第二紀

鮮新世の凝灰角礫岩を主とする湖沼堆積物が熱

水変質作用を受けたもので, 蛋白石や植物化石

を伴 う。

嬉野湯野田では白土化 され,全体的に自みを

帯びている, さらにその上流の嬉野木場では流

紋岩の貫入を受け, 周辺がプロピライ ト化 し石

英・方解石・黄鉄鉱などを晶出している.

3.岩屋川内川玄武岩

嬉野町の岩屋川内川ダム附近に分布する玄武

岩について命名 した (阪 口。迎,1982)。 この

玄武岩は東松浦玄武岩 と同じ年代の岩石で, 虚

空蔵山火山地域では川棚町百津, 高見岳西の岩

屋, 東彼杵町樋 口,明時や川内郷ぐみの木原お

よび佐賀県嬉野市中不動などで小範囲に分布

し,虚空蔵山西の川棚町白石, 中組付近から西

では広範囲に分布する。岩質は黒色緻密で,柱
状節理が発達 し, 肉眼でかんらん石の斑晶が見

られる。 かんらん石玄武岩あるいは普通輝石か

んらん石玄武岩である.

4.百津安山岩

模式地は川棚町百津, 黒色～灰色の緻密で斑

晶の少ない黒色～灰色の板状節理の発達 した輝

石安山岩溶岩で, 一部ガラス質安山岩 (サ ヌキ

トイ ド)を伴っている。川棚町石木ではコンク

リー ト用のバラスとして大規模に砕石 されてい

る。鎌田 (1975)に よると平均比重は2.634で
,

吸水量は1.62%で ある。川棚町百津 0石木,東
彼杵町の坂本郷・川内郷, 嬉野の不動山 0広川

原付近などに分布する。 これと同じような安山

岩は佐世保市針尾島の明星ノ鼻 0江上町の権現

山などにも分布する。

東彼杵町川内郷 ぐみの木原・嬉野町不動山・

俵坂などでは西海凝灰角礫岩 と百津安山岩は後

の火山活動による熱水変質を受けて, 緑色の鉱

物や粘土鉱物に変化 したり, 黄鉄鉱の結晶を晶

出している。 とくに川内郷ぐみの木原では晶洞

鉱物 として菱鉄鉱やオパールなどが見 られる

(武 内浩一, 1996).岩 質は複輝石安山岩ある

プロピライト化作用を受けた百津安山岩、嬉野木場

いは紫蘇輝石普通輝石安山岩で, 紫蘇輝石は普

通輝石の反応縁をもっている。斜長石は累帯構

造に沿ったいわゆる虫食い構造が見られる。

嬉野町湯野田～木場にかけて, 流紋岩の貫入

に伴 う熱水変質によリプロピライ ト化作用を受

けている。

嬉野から俵坂付近にかけての岩石は熱水変質

作用を受け,特に俵坂附近では自土化 しいる。

5.波佐見流紋岩 (仮称 )

波佐見町中尾,三股付近,嬉野町平野,木場

付近では溶岩 ドームとして, 木場, 国見,皿屋

谷付近では数多くの岩脈として分布する。

分布の向きは北西―南東ないし北北西―南南東

で嬉野市湯野田,本場, 国見,波佐見町の三ノ

股, 永尾などに延び, その延長は有田流紋岩地
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域につながる。

流紋岩の岩相は川棚町大崎半島付近に分布

す る松岳流紋岩 と大崎 山流紋岩 (阪 口・迎 ,

1970)の うち上位の大崎山流紋岩 (角 閃石・黒

雲母流紋岩)に似ている。

嬉野町木場付近を中心に国見, 皿屋谷, 牛ノ

岳にかけて見られる流紋岩 ドームや多くの岩脈

は下位の西海凝灰角礫岩, 百津安山岩に熱水変

質を与え, 緑色岩 (い わゆるプロピライ ト)や
白色のハロイサイ トなどの粘土鉱物に変化 させ

たり,黄鉄鉱や方解石脈を晶出させている。

波佐見町三股付近の流紋岩は陶石として採掘

された.こ の中からオパールを産出することで

知られている。

6.高見岳凝灰角礫岩 (岩屋安山岩を含む)

模式地は高見岳中腹で, 高見岳,虚空蔵山中

腹, 一の宮山,川棚町百津まで広い範囲に分布

し, 高さ数十mにおよぶ崖をつくっている.紫

蘇輝石普通輝石安山岩質の火砕岩を主とし, 凝

灰集塊岩・火山角礫岩 0凝灰角礫岩・火山礫凝

灰岩・凝灰岩などいろいろのタイプの火山砕屑

岩からできてお り, 下部では数多くの薄い溶岩

流と互層 し,10mほ どの厚みを持つ溶岩にはと

くに岩屋安山岩 と名付けて高見岳凝灰角礫岩に

含めて地質図では表現した.降下火山砕屑堆積

物を主とし一部に火砕流堆積物を含む。厚 さ5

～ 20cmの砂質の火砕サージ堆積物が下位の安山

岩溶岩を薄 くおおっているところが見 られる,

火山礫の中にはガラス質礫や発泡 した礫などが

観察される。

高見岳凝灰角礫岩は岩屋川内川玄武岩 (年代

的に松浦玄武岩相当する)を覆 う.

松本征夫ほか (1991)に よると, 高見岳凝灰

角礫岩の年代は約2.08Ma(K― Ar), 岩屋安山岩

は2.29Ma(K― Ar)と 測定されている。

7.口木田安山岩

この溶岩は虚空蔵山頂, 高見岳山頂から南お

よび西方に広がり, 東彼杵町の音琴浦から口木

田付近まで分布 し, さらに北部では川棚町一の

宮から波佐見町大平山に及ぶ.溶岩は均質で ,

大きな崖をつくるのが特徴である。虚空蔵山の

突出した地形は, この溶岩の30mを越える断崖

が造 り出したものである。

岩質は普通輝石紫蘇輝石安山岩で, 百津安山

岩より斑晶が多く, ガラス質の石基に長さ数mm

の斜長石の大きな斑晶が目立つ。岩石の新鮮な

部分は黒色で, 風化すると黄褐色に変化 し花商

岩の風化に見られるマサ (真砂)に似た深層風

化を示す。

8.虚空蔵山周辺の鉱床

川棚町,東彼杵町,波佐見町にはかつて川棚

鉱山,木場鉱山,波佐見鉱山などがあり有用鉱

物を産出していたが, 現在ではすべて閉山して

いる。

波佐見鉱山は明治27年 (1894)に 金鉱脈が発

見され,明治31年 (1898)開鉱,明治43年 (1910)

より稼鉱 して大正 3年 (1914)頃休止 している。

輝銀鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・孔雀石とともに辰砂・

自然金を産出し, 日露戦争時の貴重な財源 と

なったといわれる。その他, 方鉛鉱・水晶 0蛋

白石 (三股)◆ 赤鉄鉱・菱鉄鉱・霞石 0カ オリン・

モンモ リロナイ ト・菱沸石・加水ハロイサイ ト

を産出した。

東彼杵町川内郷の彼杵鉱山では, 明治33年

(1900)に 褐鉄鉱層が発見され, 同40年 (1907)

よ り44年 まで褐鉄鉱5,700tを 産 した。 褐鉄

鉱層には蛋 白石を含んでいる。 この鉱床か ら

M牝配多οjα (メ タセコイア)やZJ″ Jグα
“
らθr(フ

ウ)な どの植物化石が発見されているので, 鮮

新世の火山活動によるものと考えられている

(野 田ほか,1959)。 嬉野町俵坂には珪藻土鉱

虚空蔵山火山の地質

高見岳凝灰角礫岩の降下火山砕暦堆積物
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山があり,大正 9年 (1920)よ り稼鉱 し, 昭和

46年 (1931)で 休山している。 ここでは珪藻土・

褐鉄鉱・蛋白石などを産出した。
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